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カ ミキ リ ムシ科の交尾器endopha11usについて
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Notes on the endophallus in some1ongicorn beetles (Coleoptera: Cerambycidae)
1.  Five lepturine species
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i の雄交尾器は分類学的見知から多くの研究者によ

って, その価値が重視されてきた。 SHARP and MUIR
( l912) は雄交尾器を用いて總 日の系統を考察してい

る。 JEANNEL and PAULIAN (1944) も目レベルの分類
に雄交尾器を重要な形質の1 つとして使用している。 カ

ミキリムシ科では EHARA(l954) が日本産101種の雄交
尾器を解剖し比較している。 その結果, 雄交尾器に基づ

く分類は従来のカミキリムシ科の分類体系と一致した。

さらに, ハナ カ ミ キ リ i科 Lepturinae,  カミキリ dE科
Cerambycinae,  フトカミキリ亜科Lamiinaeについて,
主な形質を比較検討し, 種, 属, ,種科の各レベルでの安
定性について考察している。 一方, 雄交尾器はこのよう

なhigher taxonの分類ばかりでなく,  近縁種間の区別
にも有効な場合があることは広く知られている。 しかし

ながら, カ ミキリムシ科で用いられている雄交尾器の特

徴の多くは median lobe や lateral lobes の形態だけで,
endopha11usについてはほとんど触れられていない。
EHARA も上記論文中でmedian lobe の中に隠されてい
る endophallus(=internal sac) を引き出して, その形態
を図示しているが, その詳細な検rl、tは興味があると指摘
しながらも特に行なっていない。 IsHIKAWA (1973) は

従来ほとんど用いられていなかった,  このendophallus
の形態からオサムシ(subtribe Carabina) の分類の再検討
を行なっている。そして, 反転されたendophallusの形
態はオサムシの属を区別するのに有力な特徴であると結

論している。

endophallus はその機能からみて交尾時には反転され,
雌のvagina内へ挿入される。  それゆえ,  反転された
endopha1lusの形態を調べることは,  単に分類学的な重

要性ばかりでなく, 機能的な面すなわち交尾行動との関
係からも重要と考えられる。 筆者はこのシリーズで主に

各種力ミキリの反転されたendopha11usの形態について
報告し, 若干の考察を加えていく予定である。なお, 分
類学的考察ならびに交尾行動との関連性については別論

文に譲りたい。

材料と方法

研究に用いたハナカミキリは, 1977月7 月20~25日,
長野県南安 .郡安 村島々谷の岩魚止小屋付近 (標高
1,200m) で採集し, 7500 アルコール中に保存したもので

ある。

Gaurotes doris (BATES) 2 exs.

Pl' doni'a e M is ( KRAATZ) 5 exs.

Pidont'a gra11atr i.t- (BATES) 3 exs.

Leptu,-a arcuata PANZER 2 eXS.

Leptta-a ooh,aceofasciata (MOTSCHULSKY) 3 eXs.

各個体から月?部が取り外され水酸化カリウム7 00溶液
で加熱処理された。 実体顕微下で解体され, median lobe
が取り出され, endopha11usが反転された。

結 果

図1 ~5 にハナカミキリ5 種のendophallus を示し
た。カミキリムシの雄交尾器は体長に比べて短かく,
endophallusが薄い膜質で細長く特に途中でくびれてい
る種などがあり, 反転は容易ではない。 それゆえ, 充分

に反転されなかったり, たとえ反転されても破損してし
まう場合が多い。 図示したものは, ejaculatory ductを目
印にして, ほぼ反転に成功したものであるg
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Figs. 1-5. The endophaIlus ful ly everted. d, di、,erticulum; f, flagellum; fs, falcate sclerite; m, median lobe.
1. GaM,-otes o,-1's (BATES) 2. Pl' don ia ebl'fjs ( KRAATz) 3. Pfdom'a g,-a afr1' f (BATES) 4. ePf!‘ra
a,・cuata PANZ;9R 5.  Leptu,-a oc/1,-aceofasctata (MOTSCHULSKY) . Scales: 0. 5 mm.
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endophallus は薄い膜質で自色かほとんど通i明で,  淡
黄構色を帯びる極もある。 反転された endophallus の表

面には, その種に特有の構造が認められるばかりか, 充

分に拡げられたB英質部もその種に特定の形態を持つこと
が明らかになった。 しかしながら, endopha11usの表面
の付属物には特別な名称はほとんど与えられていない

(L INDRoTH and PALMEN, 1970)。 それゆえ,  本報 t
ではなるべく  -般的な表現にとどめ特定の名称は使用し
ない。 ただし, endophallus の基部近くに位l置 する-一対
の銀型の節JI一部には falcate scleriteの名称を使用した。
カラカネハナカミキリのendophallusはmedian lobe
の実長 (2.3 mm) の約2.41、である (図1 )。 falcate scle-
rite は側方に位置し, l f面に -対の小さな節JI一化した部
分が認められるが,  この付近にはほかに節Jl- 化した部分

はない。 median lobe と falcate scleriteの間のa英質部は
iかく, 順面は限み,  'i、i面には 1 対の実出部を持つ。

cndopha11usは微小な実起 (150 af'f程度の顕徴鏡で確認で
きる) に覆われるがほとんど透明で, ほぼ中央部の腹面

と背面が密な毛で覆われる。 先端部は大きく拡がりほぼ

球形の薄い膜質で, 細毛に覆われ特に基部は密である。

チャイロヒメハナカミキリの endophallusはmedian
lobeの実長(2.3 mm) と等長かやや長い (図2 )。 falcate
sclerite は1度面側方に位置し,  この付近にはほかに節JIL
化した部分はない。 endopha11usは前半部の服面と背面
に微小なウ一起と毛をわずかに備えるが, ほとんど通明で

内側の長いdi、・erticulumが通けて見える。先端の膜質部
は2 , 3 の集ll状の実出部を持ち,  背面には節J1-化した
小片を備え, 先端には1 対のfﾎ,J爪状の角状実起を持つ。

オオ ヒ メ ハナカ ミキ リ の endopha1lus は median lobe
の実長(2.5 mm )の約1.4fａEで �䜛(図3 ) B falca te scler
は腹面側方に位置し,  この付近にはほかに節片化した部

分はなく , わずかに背面にやや節片化した膜質部が認め

られる。 falcate scleriteの内側には,  こ vLに対応するよ
うに, やや節片化した実出部を持つが色はほとんど通明

である。 median lobe の先端と falcate sclerite の間のll実
質部はall 面が限らみ, 背面にt- 円形の実出部を備える。
endophallusはBi面と i'i面が密な細毛で種1-).い る。  先端
の膜質部は2 , 3 の集片状の実出部を持ち,  背面には節
J1-化した小月一を備える。 内側のdi、,erticulum はpulかい。
ャ ッポシハナカ ミ キ リ の endopha11usはmedian lobe
の実長 (3.6mm)  の約2.7 信・ である (図・1 )。 fat・ate
scleriteは側方に位lT  し,  強く節 llし化し,  先端は鋭く尖
り, 基部付近には falcate scleriteの内側に対応するよう
に円形の褐色の実出部を備え, 背面にも1 対の節l l- 化し

た実出部を持つ。 median lobeの先端と falcate scleri te

の間の8英質部は比較的長く, 節片化した部分や実出部を

持たない。 endophallus は極めて細かい毛や実起で覆わ
れ淡111褐色を する。 falcate scleriteの前方には l 列10
から15個からなる 4 列の節片化した円錐形の実起があ

る。 endopha1lusの前半分は2 カ所で拡がっており,  そ
の先には細い膜質部が統き gonopore と なってお り
flagellum が出ている。
ョ ツ ス ジハナカ ミ キ リ の endophallus は median lobe

の実長(6.2 mm) の約2.7f'fである(図5 )。 falcate sclerite
はよく発達し, 先端はやや節片化した解i質部があり,  1
対の falcate scleriteは渡面で続いているよ・)に見える。
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Figs 6-7.  Mating pair: Nakanea oicaria (BATES) (6)  and Gaurotes doris (BATES)  (7)・ 6, T1、e
hindlegs of male are stretched. 7, The hindlegs of male are bent under the abdomen of female. A rrows

show the e、,erted endopha11us of male.
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falcate sclerite の内側には, これに対応するように強く
節片化した半円形の実出部がある。  median lobe の先端
と falcate leriteの間の膜質部は比較的長く, 節片化し

た部分や実出部を持たない。 endopha1lusの背面は細毛
で, 腹面は小さな実起で覆われ, 先端近くでくびれ, 先

端は2 つに分かれ,  一方は密な毛に われ,  他方は

gonopore で flagellumが出ている。

考 察

RICHARDS(l927) は雄と雌の交尾姿勢を次の5 つの

タイプに分けている。 すなわち,  それらは male above,
false male above, female above, venter to venter そして
end to end positionsである。 交尾は雄の精子を確実に
雌の受精褒へ送り込むことにより成し遂げられる。この

ためには離と雌とがしっかり結合する必要がある。 male
above, false male above, female aboveそして ven ter to

venter positionsの交尾姿勢では雄もしくは雌の脚が結
合に重要な役割を果す。 end to end positionのそれでは
腹部末端節の一部が変形した sclerite が雄と雌との結合

に重要である (KHALIFA, 1950)。  カミキリムシの交尾

姿勢は他の多くの甲虫類と同様にmale above position
で, 雄が脚で雌をしっかりっかみながら交尾が進行す

る。 それゆえ, 腹部末端節に雄と雄の連結のための特別

な構造はない。フタスジハナカミキリ Naka,tea vicaria
(BATES) では雄の前脚と中脚が雌をつかむのに用いら

れる(図6 )。一方, カラカネハナカミキリでは後脚も使

用されている(図7 )。 図6 , 7 から明らかなように, 交尾

中に雌交尾器内に挿入される雌交尾器の一部で median
lobeは雌交尾器内に挿入されていない。 endopha1lus と
その表面の付属物と 、・agina が,  い.bゆる鍵と鍵穴の関
係にあることはオサムシで報告されている (1sHIKAwA,
1973)。

カミキリムシの交尾行動は様々 で個 の々種に特有な様

式が観察されている (MIcHELsEN, 1962)。 種の認知は

一速の交尾行動を通して段階的になされていくもので,
endophallusと、・aginaの形態の一致は雄の精子を確実に
受精藝へ送り込むための構造と考えられる。

反転されたendopha11usの表面には, いろいろな付属
物があり, 交尾中にendophallusが雌交一器内で国定さ
れるのに役立ち (L INDoROTH and PALMEN, 1970),
精子を受精愛へ送り込む役割を果していると考えられ

る。 endophaMusの基部近くにみられる 1 対の falcate
sclerite は, その内側に節片化した実出部が認められる

種があり,  この間に陸交尾器の一部をはさみこんだり,
ひっかけたりするものと思われる。 これらの付属物は個

々の種に特徴的な形態を持っており, 個体変異もほとん

ど認められなかった。 LINDRoTH and PALMEN (前出)
も endopha1lusの付属物は個々 の種に特有な形態を示
し, 種レベルの分類に大変有効であると指摘している。

今回報告したのは5 種と種類が少ないが, Pido,ua属の
2 種 debais, gra11att-i◆r や Leptura 属の2 種 oc r a ce o -

fasc,ata, arcuataを比較すると, 同属内の2 種は明瞭に

区別できる。 しかし,  これら2 種よりさらに近縁な種,
たとえば姉妹種とよばれるような種間については未調査

である。また, Pido,,Ia属の2 種が endophallus の先端
に小節片やdiverticulumを持つ点, Leptura属の2 種の
endopha11usが比較的長く, よく発達した falcate sclerite
を持ち, endophallusの先端に節片化した flagellumを持
つ点など, 属内での共通性もみい出せる。

行動は形態に制約されるもので, 構造と機能は密接に

関係しあっているものである。 反転された各種ハナカミ

キリのendopha1lusの形態を比較することは, 単に分類
学的興味ばかりでなく , その構造がいかなる機能を持つ

か, すなわち一速の交尾を遂行する時にどのような役割

を演ずるのかについても考えなければならない。
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Summary

1. In this paper I have described the endopha11us of the male genitalia of 5 species belonging to
the cerambycid subfamily Lepturinae.

2. The ever ted endopha11us is often furnished with the di verse sclerotized ar matu res ; sclerjtes,
spines, denticles, hairs, scales, papillae, etc.

3. The taxonomic value of t he st r uc t u r e of endopha11us is pointed. These armatures show a

high degree of stability within the species.
4. T he re lat io n bet ween the courtship behavior and the str uc ture of endopha11us is discussed

briefly. A part of everted endopha11us is inserted into the vagina of female at copulatjon.
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